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調査概要 

１ 調査目的 

２ 調査期間  

３ 調査対象  

４ 調査方法 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う企業経営への影響について、

その実態を把握することで今後の商工会議所事業を行う上での

基礎資料とする。 

令和３年１２月２２日（水）～１月１７日（月） 

製造・繊維・建設設備・卸売・小売・飲食サービス ２１１件 

調査票を郵送し、ファックスもしくは郵送による回収。 

５ 有効回答数 １５２件（回答率７２．０％） 
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調査結果 

（１）回答企業の業種別構成

（２）影響の有無

 【Ｒ３．１０～１２月期】 

貴社への影響について、前年同期と比較したところ、あまり変動はなく、 

「大いに影響がある」「多少影響がある」という回答が多かった。 
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【Ｒ３．７～９月期】 

（３）具体的な影響（複数回答）

前年同期、前期と比べ、今期は「売上（受注）の減少」という回答が

減った一方で、前期よりも「仕入の遅延・困難」「仕入価格の上昇」が

影響しているという回答が大幅に増えた。 
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＊上記、その他の内容 

【製造業】 

・全般的なサプライチェーン、物流の悪影響。

【サービス業】 

・営業の説明に伺うことが難しい。

・行事がない。

（４）コロナ禍における貴社の現状について（複数回答）

特になし 
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（５）ウィズ・アフターコロナに向けて事業活動の回復のために予定している

取り組みについて

＊上記、その他の内容
　【サービス業】・従業員の若年化。 
　【繊維工業】・運転資金の確保。 

（６）市や会議所に期待する支援策
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＊上記、その他の内容 

【サービス業】・人材の確保。 

【小売業】・税金を無駄に使わないでほしい。 

（７）今後の必要な支援・要望等

【卸売業】 

・業種別の支援を国に要望したい。

・だいぶ感染者は減ってきているものの、忘年会などの宴会は中止が多く、 

まだ油断してはならないと感じている。 

【小売業】 

・観光振興に向けてイベントや大規模観光キャンペーン。

【サービス業】 

・コロナ禍の中で、国は最低賃金のアップやガソリン価格を含めた上昇により 

今後の経営に極めて困難な問題を残した。中小零細企業にとっては死活問

題にまで発展している状況を公務員などは他人事に見ている感じがある。

もう少し企業に寄り添った政策が欲しい。 

・行政の支援策として「総合的な支援対策条例の創設」が望まれる。

・会員のためのワクチン確保。

・令和４年の春にコロナが終息しないと融資の追加、従業員の解雇などを考え

なければなりません。アドバイスをお願いいたします。 

【製造業】 

・３回目のワクチン接種が迅速に行われるように、市と協力して積極的に進め 

ていただけるとありがたいです。 

・何もしないことが最大のコロナ対策かもしれない。


